
70歳男性。

主訴 :足趾の痛みと皮疹

●写真1 足 の皮膚所見

趾端音ほから趾月夏言「にかけて、網目】犬の紅斑が出現 している。

およそ1週岡前に足趾の鳩みと皮惨に気付いて来

院した‐

既イトは i糖尿病と心筋T・ltl客.約 2カ川前に、PT―

CA (percutaneous translunlinal coronary anglo‐

plasty)を施行された十術後の経過はおおむね順調

であったが、昨度の腎障行が持続していた|,

家族雁 :特記事ぢfなし,

l者夕Fiビ ール1本/日

皮膚所,こ:1面足のメ止端部から出L腹部にかけて、網

目状の紅政Fが出現 している.肌 端には杵 lil令感があ

るが、足背動脈の柏動は、両足とも比較的よく触知

さ才Lてヽヽた_

踊床経過から

考えられる疾患はどれか。

①閉塞性動脈硬化症
(arteriOsclerosis obliterans;ASO)

②バージャー病

①全身性エリテマトーデス
(systemic tupus erythematosus i SLE)

①深部静脈血柱症

⑤ヨレステロール結晶塞柱症
(cholesteroi crystal embolization i CCE)

診断に最も有用な検査は何か



イア
，

・

出題と解脱 ●大西 泰彦 (泰障会・大西医院 [東京都大田区])

]―ル結晶塞栓症 (CCE)

者品塞栓症は、大血管壁の粥状硬

続的に生じるコレステロール結晶

末梢の微小動脈が塞栓され、臓器

全身性疾患である。血管内カテー

的損傷や、ワーファリンやヘパリ

ンなどの抗凝□療法による化学的損傷によって発症

する場合が多い1)。従って、CCEは 多分に医原的性

格を有する疾患といえるか。

本例のような網】犬皮斑は、ほとんどの症例で、し

かも発症早期から認められる。初診時の皮膚症状

は、趾端部ないし足底の網状皮斑、F■端のチアノー

ゼ、足趾の潰場や壊死、紫斑、下腿の網状皮斑、下

腿の褐色斑の順で多い
1)。
網状皮斑の経過観察が病

状の掌握のためには重要である。

●写真2 病 理組織学的所見 (右の写真は強拡大)

呼・確定診断には、網状皮斑から

簡便かつ有用である。真皮内から

、コレステロール結晶で塞栓され

徴的な所見を示す (写真2)。早期

確定診断が得られれば、抗凝固療

を早期のうちに中止することがで

台療 (血管拡張斉J投与、LDLア フ

つ開始にもつながる。

コレステロー

ルの結晶による塞栓像が確認できる (右写真)。
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悩

テロール結品塞栓症の早期診断には皮膚生検が有用。
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